
 

 

 

 

 

 
 

『釣り方を教える』という贈りもの 

                 校長 古市 正直 

陽ざしが日々強まり，いよいよ長い夏休みがやってきます。 
校舎では生徒の元気な笑い声が響き渡り，大きな事件や事故も

なく１学期を締めくくろうとしている今，保護者や地域の皆様にお
かれましては，日頃の御支援と御理解に深く感謝を申しあげます。 
様々な場所や活動において本校生徒の見守り，声かけ等をしてくだ

さり，本当にありがとうございました。 
 
さて，教育の現場にいる私たちが日々心に留めている言葉に「魚を

与えるか？ 釣り方を教えるか？」という例えがあります。 
一時的に困りごとを解決する“魚”を差し出すことは，確かに優し

さであり，救いになることもあります。 
しかし，より大切なのは“自ら魚を釣る力” ― つまり，課題に

向き合い，考え，選び，解決へと導いていく力を子ども自身が身に付
けることではないでしょうか。 
 
 学力だけでなく，人との関わり方，物事への取り組む姿勢，自
分の気持ちとの向き合い方。 
こうした「生きる力」は，答えを教えるだけでは育ちません。

むしろ，遠回りに見えるような体験や試行錯誤の中で，子どもた
ちは自分なりの「釣り方」を身に付けていくのです。 
 
 夏休みは，教室では得られない学びが豊かに詰まった時間と言
えます。 
読書を通じて新たな価値観に触れたり，家族との時間の中で対

話を深めたり，自然の中で身体と心を育んだり。… 
 それぞれの家庭が子どもたちにどんな“海”を見せるか，どん
な“釣り竿”を手渡すか―そこに保護者の皆様の役割が改めて輝
くように思います。 
 
 
・子どもが自分の考えを話そうとするとき，うまく言えない言
葉にも耳を傾ける。 
・悩みながら選ぼうとしているとき，決断を急がせず見守る。 

 
このような瞬間こそが『釣り方を教える』関わりの実践なので

はないでしょうか。 
 
 私たち職員も，子どもたちが自分の人生を豊かにできるような
釣りができるように日々伴奏し続けてまいります。 
御家庭でも「釣り方を教える」という視点を持ちながら，子ど

もたちの成長の芽を温かく育んでくださるよう，よろしくお願い
します。 

 

 

３年生の夏に向けての煽り文句の定番「夏を制

するものは受験を制す」「夏は入試の天王山」こ

れらの台詞，ウソではありません。 

 しかし，よく考えてみてください。時間あたり

の価値は，今と夏休みでは何も変わりません。夏

は気分も時間も開放的季節，そして暑い。はっきり言って，勉強

には向かない季節です。人間は弱い生き物なので，自ら強く意思

を持たないと容易に楽な方へ流れます。 

一人の独立した人間としての本気度が試されます。 

 

 

  

７月９日（水）に３年生が別府小学校

で外国語活動の乗り入れ授業に参加しま

した。授業では，英語を弟や妹に教える

ことになった生徒もいたようです。お互

いに最初は恥ずかしがっていたようです

が，後半は大いに盛り上がりました。 

この取組は，義務教育９年間を一つの

流れとして捉え，子どもの発達段階に応

じた教育を実現するための工夫です。 

今後も継続した取り組みが行っていき

ます。 

 

 

 

７月 11 日（金） 

に学校保健委員会・ 

学級ＰＴＡ，そして家庭教育学級が

行われました。学校保健委員会では，

健康診断の結果や体力テストの結果

についての説明後，スクールカウン

セラーの斉藤康弘先生から「子ども

たちのＳＯＳに気付いていますか」

のタイトルで講話が行われました。

講話では，子どもからのＳＯＳに気付いたら，どのように声かけ

をしたらいいのか，子どもの話に耳を傾けることの大切さなどの

話がありました。 

次に学級ＰＴＡがあり，１学期の子どもたちの様子や夏休みの

過ごし方等について担任が説明しました。また，校則についての

話合いも行いました。 

最後に家庭教育学級の開講式を行い，鹿児島県教育庁総務福利

課の上之薗綾美さんに，「県の奨学金制度について」の講話をして

いただき，様々な制度を教えてもらいました。 

今後も，皆さんの意見を参考にしながら，積極的に情報交換や

学びの共有をし，学んだことを実践しながら，より充実した家庭

教育学級になるよう心がけていきます。 
 

 

 

◆８月「きばらん海」枕崎港まつりでの参加は，今年も小・中合

同での参加になります。 

◆保護者が小・中どちらに参加するべきか悩む必要もなくなり，

兄弟・姉妹で地元行事に一緒に参加。これぞ真の「小・中連携」

ですね！ 

◆練習日［２回 実施予定］ 

 ・第１回 ７月 29日（火）18:00～ 中学校体育館前広場にて 

 ・第２回 ７月 31日（木）18:00～ 中学校体育館前広場にて 

 

 

 

【南薩地区中学校総合体育大会】 

 ［卓球競技］ 個人 恒吉瑛里奈 福永彩乃（県総体出場） 

        個人（１・２年女子）眞茅愛梨 

【令和７年度 枕崎市「あいさつ運動」標語】 

最優秀賞  恒吉瑛里奈（３年） 

優良賞   中原甲斐（３年） 

【枕崎市中学校弁論大会】 

優良賞 板敷未央 福元小雪（２年） 

 

市内の小・中学校では，８月 13日（水）から８月 15日（金）

までの３日間を「学校閉庁日」と設定しています。 

この期間は勤務者を置かず，校内業務や電話対応，部活動等

の教育活動も行わないこととします。 

学校閉庁期間の緊急連絡等については，枕崎市教育委員会

（学校教育課・教育総務課）72-0170までお願いします。 

日（曜） ８・９月の主な行事予定 

【８月】 
１（金） 
２（土） 
11（月） 
 
21（木） 
31（日） 
【９月】 
１ (月) 
２（火） 
17（水） 
19（金） 
21（日） 
22（月） 
23（火） 
30（火） 

 
出校日 美化作業 学級活動 
さつま黒潮きばらん海港まつり総踊り 
山の日 
リフレッシュウィーク(～17 日) 
出校日 美化作業 学級活動 
ＰＴＡ親子奉仕作業 
 
始業式 大掃除 学級活動 
３年実力テスト（～３日） 
体育大会予行 
体育大会準備 
第７９回体育大会 
振替休日 
祝 秋分の日 
中間テスト（～10/1） 

 

 

「共に生き 共に学び 共に叶える ～別府の絆を誇りに～」

一校一風 「礼を正し 時を守り 場を清める」 

学校だより 枕崎市立別府中学校  

令和７年７月１７日     第４号 

            別中ブログ 

                       

 

 

 


